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本論文は，緒論，本論( 3 章)および結論からなっている D
緒論では，浅く河床の付着藻類の役割を無視できない我国の都市河川の実情に即し，水質変動モデ
ルを作成して数理解析を行う意義を説明して 本研究の目的を明示している。
第 1 章では，河川系内における BOD ， DO およびP0 4 - P 収支を構成する主要な過程について説明
し，各収支の数理モデルを導出している。特に河床の付着藻類の役割が考慮され，河床からの脱落に


















まず，我国の汚濁河川の実情に即して，河床の付着藻類の役割を考慮した B 0 D , D 0 および~P04-
P収支の数理モデルを作成し 実河川に適用して実測値の変動を有効に再現しうる結果を得ている。
ついで野外調査結果に基づき，多摩川中流域における 1 日あたりの各収支を算出し付着藻類の役割
の程度を明らかにしている。
また，これらの結果に基づき，多摩川中流域を対象例として想定した汚濁防除対策の効果を予測し
比較検討することを実現している。
以上のように，本研究は我国の都市河川の実情に即した汚濁防除対策を立案選定するうえで貴重な
指針を与えるとともに 河川水質変動の予測技術の発展に寄与するところが大である。よって本論文
は博士論文として価値あるものと認める。
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